








要約:小児期における顎顔面,口腔,歯の外傷は永久的もしくは一時的な機能障害(摂食,呼

吸,発語)や審美を損なわせる。従来この外傷については 2 次,3 次,の医療機関による調査

がなされているが,一般の臨床医や家庭,教育保育機関を対象とした調査報告はなされてい

ない。

そこで,今回は一般人を対象とした調査方法について検討した。


